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研究成果の概要（和文）：本研究は2012年度から中学一年生・二年生段階において必修化となった柔道授業につ
いて、安全性の確保と種目特性を味わうカリキュラムを開発することを目的として実施された。
三年間の研究期間で、必修化以降の学校現場の実態を教員、生徒、保護者を対象とした調査で明らかにした。そ
のうえで安全に授業が展開できるような学習指導の在り方について、教員、研究者、専門家らで検討を重ね、研
究協力校で実証し一定の成果を得ることができた。またカリキュラム開発の過程では、生徒の発達段階や特性を
味わうことに重点を置き、基本動作や基本となる技の習得過程でゲーム形式の攻防を取り入れた授業モデルを開
発することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to "secure safety" and "develop a curriculum 
that tastes the characteristics" of judo classes that were fully implemented in first and second 
grade junior high schools since 2012.
During a three-year research period, a survey revealed the actual conditions at schools.After that, 
teachers, researchers, and experts examined how to teach Judo safely, and the results were 
demonstrated at a research school.In the curriculum development process, we focused on tasting the 
developmental stages and characteristics, and proposed a lesson model that incorporates game defense
 in the process of learning basic actions and skills.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
必修化以降、柔道の実施状況は剣道や相撲と比べて最も高い。しかし、これまでに生じた重大事故及び死亡事故
の発生率の高さに注目が集まり、学校現場では生徒が本来の柔道の特性を味わえないまま授業が消化的に展開さ
れている実態が危惧されていた。そこで本研究によって示された、安全性を確保するための段階的指導やゲーム
形式の攻防を取り入れた特性を味わうカリキュラムは、これからの授業モデルとして活用されることが期待され
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
柔道を授業で実施するにあたり学校現場では、重大事故の危険性などの負のイメージにより、
生徒一人一人が本来の柔道の特性を味わえないまま授業が消化的に展開されている実態が危惧
されていた。その背景には、柔道を専門とする体育教員が少ないことや、他の運動領域とは異な
り格闘形式で展開される固有の種目特性等が内包されている。しかし、必修化になって四年が経
過するが柔道授業におけるカリキュラムの開発に焦点化して、生徒の発達段階に応じた「投げ技」
の学習指導や安全性に着目した学術的な研究は少ない。 
 
２．研究の目的 

2012年度から中学校一年生・二年生段階において武道領域が必修化となった。学習指導要領
解説保健体育編（2008）に示されている内容の取扱いでは、柔道・剣道・相撲などから選択とな
っているため、その判断は各学校に委ねられている。文部科学省（2015）の調査によると、その
実施状況は、柔道が 64.4％で最も多い。しかし、これまでに生じた重大事故及び死亡事故の発
生率の高さに注目が集まり、学校現場では生徒が本来の柔道の特性を味わえないまま授業が消
化的に展開されている実態が危惧されている。そこで本研究では、中学校一年生・二年生を対象
として、柔道授業における安全性の確保と種目特性を味わうカリキュラムを開発することを目
的とする 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために３年の研究期間を設定した。 
（１）29年度：教員、生徒、保護者を対象とした実態調査を行い、実施状況や課題の検討などを
行ったうえで柔道授業における安全性の確保と種目特性を味わうカリキュラムを作成した。 
（２）30 年度：中学校一年生段階の柔道授業における安全性の確保と種目特性を味わうカリキ
ュラムの実現可能性について研究協力校にて実証した。 
（３）31年度〔令和元年度〕：中学校二年生段階の柔道授業における安全性の確保と種目特性を
味わうカリキュラムの実現可能性について研究協力校にて実証した。 
 
４．研究成果 
（１）29 年度：保護者を対象とした調査では約 1,200 名から回答が得られた。その結果、柔道
授業を実施している中学校の約８割の保護者は、重大事故やケガなどの危険性に不安を抱いて
いることがわかった。特に一年生の保護者が二年生及び三年生の保護者に比して不安を感じる
傾向が有意に高かった（図１）。また、柔道経験がない保護者は柔道経験がある保護者に比して、
柔道授業の危険性への不安を感じる傾向が有意に高かった。 
 

 

図１ 柔道授業の危険性への不安（学年別状況及び学年間比較の結果） 

 
しかし、柔道の経験がある保護者のなかでも 64.7％は不安を感じていることがわかった。さ
らに、柔道授業の危険性に不安を感じる保護者は、不安を感じない保護者に比して、体格差や体
力差の考慮は必要と考えている傾向が有意に高かった。不安を感じない保護者でも体格差
（76.5％）、体力差（72.8％）の考慮は必要と考えていることがわかった。 
教員を対象とした調査では約 130 名から回答が得られた。その結果、重大事故やケガの危険性



から特性を味わう学習指導が展開できないことがあると回答した教員が 69.9％存在し、ほぼ全
ての教員が安全性の確保は他の単元より留意している実態が判明した。また、技能指導において、
投げ技では、膝車、支えつり込み足、大外刈りの「取」の指導が「受」の指導に比して難しいと
回答している教員が多く、固め技では全ての項目で「受」の指導が「取」の指導に比して難しい
と回答している教員が多かった（表１）。 
 

 

 

さらに、小学校段階から水泳や球技などと同様に柔道も導入することで学習指導が展開しや
すくなる（表２）、また重大事故やケガのリスクを低下させると考えている教員が多かった。特
に若手の教員にその傾向が高かった。 

 
（２）30 年度：安全性の確保については、中学校で初めて学習する生徒が大半を占めることか
らスモールステップ（低→高、弱→強、遅→早など）を用いた段階的な指導方法の工夫を行った。
また活動場所の工夫を個・ペア・トリオ・グループで学習のねらいに応じて形態を変えて実施し
た。その結果、安全に授業を展開することができ、技能の習得状況が高まることが確認された。 
種目特性を味わうカリキュラムについては、発達段階に応じて体力差や体格差を考慮して指
導する技の順序性やグルーピング等を工夫した。その結果、形成的授業評価において単元が進む
につれて意欲や学び方の評価得点が高まっていった。 
（３）31 年度〔令和元年度〕：安全性の確保については、前年度の展開と同様に生徒の実態や学
習環境等を考慮し、指導する技の精選を図ったうえで、単純な動きから複雑な動き、一人の動き 
から相対の動きなどスモールステップを用いた段階的な指導方法の工夫を行った。また、学習形
態を個・ペア・トリオ・グループなど、ねらいに応じて工夫したことで安全に授業が展開でき、
技能の習得状況が高まることが確認された。 
種目特性を味わうカリキュラムについては、基本動作、固め技、投げ技のそれぞれの習得過程
において、楽しさや喜びを味わうゲーム形式の攻防を取り入れることで形成的授業評価の変容
を検証した。基本動作の習得過程では「礼法のゲーム」や「姿勢のミラーゲーム」、固め技では
「頭タッチゲーム」や「抑え技の攻防」、投げ技では「ダンス＆プッシングゲーム」や「投げ技
の攻防」などを取り入れた。内容については、生徒の実態や発達段階に応じて工夫した。その結
果、形成的授業評価の評価得点が高まっていくことが確認された。 
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・與儀幸朝（2019）中学生の保護者を対象とした柔道授業に関する調査．鹿児島大学教育学部研
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